
　 -

3

効率性

所
管

教育委員会

年度

委託内容
なし

(回)研修会開催回数 1

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
3

区立中学校の進路指導の充実、生徒の進路選択及び進路決定にかかわる諸条件を整備させるとともに、中学校生徒に職
場体験をさせることで、望ましい社会性や勤労観、職業観を育成する。

1,828

0

1

中学生進路フェア運営委託
一部委託

（１）小中学校教員を対象とした進路指導に関する研修会を開催し、進路指導に関する最新の情報知識を身に付けさせ、小
中学校の進路指導の連携を図る。
（２）中学校生徒に一定期間、地域の商店街、地元の民間企業、公共施設等の職場で仕事等の体験をさせる。
（３）台東区内の中学生とその保護者を対象とした、公立・私立高等学校、専修・専門学校等上級学校の合同説明会を開催
する。

補助金の有無

802

(事業所) 237 183

長期総合
計画体系

 [基本目標]

区立中学校２、３年生全員、区立小中学校進路指導担当者

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

 [施　　策]

２７年度 ２８年度(単位)
（３１年度）

２６年度

事業区分

教育

平成２９年度　事務事業評価シート

要綱等なし根拠法令等

事業対象

事務事業名 進路指導の充実

　

指導課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

その他

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

小中学校進路指導研修会、中学生職場体験に加え、他事業での取り組みとなっていた中学生
進路フェアを統合し、小中学校におけるキャリア教育をより総合的に支援する事業となった。依
然として高い需要のある分野であるため、事業を維持し実施する。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

社会的に小中学校におけるキャリア教育の重要性は定着しており、本事業に対する需要は依然として高い水
準で推移している。

維持

評
価
結
果

教員を対象とした進路指導研修、進路選択を控えた区立中学生２年生を対象とした職場体験により勤労観、
職業観が育成された。

3
中学校生徒の職場体験学習は、望ましい社会性や勤労観、職業観を育成するのに有効である。また、進路
指導に関する研修会は、教員の情報収集・関連知識を蓄積させることで、進路指導の充実に寄与しており、
現在の手段は適切である。

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

なし

0

1,942

0

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

766

48

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 2,101

今後の方向性

2,720

2,720

0

1,944

0

1,942

職場体験学習参加生徒数

55

775

56

0

1,828

0

892

0

目的達成度

地元企業、区出先機関等を職場体験学習の受け入れ先として取り入れることで、同様の規模での体験学習
を実施した場合と比較しても、低いコストで実施することができている。

事
務
事
業
の
実
績

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

1

200

780 791(人)

241

53

職場体験受入延べ事業所数

1,094

種　別 指標の名称

(人)

　決算額　　(単位：千円) 1,094

1,140

1,140

成果指標
研修会参加者数

850　人にかかるコスト（人件費など）


